






































































骨髄中の Nestin 陽性細胞において Notch の下











【Nestin-CreERT2・RBP-Jκflox/flox マ ウ ス 骨 髄
の解析】




細胞における RBP － J ノックアウトマウスの
解析を試みました。Nestin-CreERT2 マウスお
よび RBP-Jκflox/flox マウスの交配を行い、改変
遺伝子を持つマウスを作製しました。Nestin-
CreERT2 マウスはタモキシフェン投与下では
じめて Cre 遺伝子が作動するため、成体での解
析が可能です。このマウスにタモキシフェンを
投与し、造血能を解析しました。このマウス
の解析はまだ途中ですが、造血の分化異常が
出現しており、ある種の造血不全疾患のモデル
になりうるのではないかと考えて実験を続けて
います。
【研究で苦労したこと】
　今回の私の研究は主に遺伝子改変マウスの解
析です。遺伝子改変マウスは作成や維持に時間
と資金が必要なのですが、さらに今回は数種類
の改変マウスを同時に保持するマウスを実験に
用いていたのでマウスの交配や個体ごとの遺伝
子確認（ジェノタイプ）作業が大変でした。ま
た、マウス実験は個体差を考慮しなければなら
ないのである程度の数もこなさなければなりま
せん。それだけにきれいなデータを得ることが
出来たときの喜びも大きいものです。この経験
が、今後の臨床応用に生かせるようにさらに研
究に邁進したいと思います。
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